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７
月
21
日
、
東
吉
野
村
役
場
下
駐
車
場
及
び
河
川
周
辺
に
て
、
Ｆ
Ａ
Ｍ
２
０
２
４
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ａ
Ｍ
は
２
０
１
８
年
よ
り
企
画
し
、Ｆ
は
F
a
m
i
l
y（
家
族
）、Ａ
は
A
d
v
e
n
t
u
r
e（
冒

険
）、
Ｍ
は
M
e
m
o
r
i
e
s
（
思
い
出
）
の
頭
文
字
を
と
っ
て
お
り
、
ま
た
、
本
村
を
愛
す
る

“
f
a
m
i
l
y
”
を
増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
木
工
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
マ
ス
釣
り
、
鮎
つ
か
み
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
木

製
の
す
べ
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ
等
の
遊
び
場
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
ゆ
の
塩
焼
き
や
ぎ
ょ
う
ざ
、
ラ
ー

メ
ン
な
ど
飲
食
店
も
た
く
さ
ん
出
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
猛
暑
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
大
盛
況
の
内

に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

第
50
回
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会

天
誅
組
顕
彰
事
業
さ
き
が
け
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
天
誅
組
最
後
の
激
戦
地
を
歩
く
～

Ｆ
Ａ
Ｍ
２
０
２
４
開
催

広 報 ひ がしよし の 令和６年８月１日
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吉村寅太郎原瘞処にて

明治谷墓地にて

東吉野村人権・同和問題啓発活動推進本部
本部長　水本村長　挨拶

記念講演　井上　鈴佳氏

　

７
月
17
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
第
50
回
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

１
０
６
人
が
参
加
し
た
集
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
村
人
権
・
同
和
問
題
啓
発

活
動
推
進
本
部
長
の
水
本
村
長
の
挨
拶
に
続
き
、
大
丸
村
議
会
議
長
、
桝
本
君
孝
村

人
権
教
育
推
進
協
議
会
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
来
賓
挨
拶
が
あ
り
、
山
下
真
奈
良
県
知

事
及
び
伊
藤
満
部
落
解
放
同
盟
奈
良
県
連
合
会
執
行
委
員
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披

露
に
続
い
て
妙
代
和
也
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
副
会
長
か
ら
同
協
議
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
に
井
上
鈴
佳
氏
を
迎
え
『
あ
な
た
の
身
近
に
い
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』

と
題
し
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
で
あ
る
ご
自
身
や
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ご
友
人
達
の
経
験
談

か
ら
性
の
多
様
性
に
関
わ
る
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
来
場
者
は
人
権
の
大
切
さ
を

改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
、
天
誅
組
さ
き
が
け
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
天
誅
組
志
士
達
の
激
戦
地
を
巡
る
も
の
で
、
総
勢
63
名

が
参
加
し
、
ガ
イ
ド
に
天
誅
組
顕
彰
会
会
長　

桝
本
君
孝
さ
ん
、
同
会
員　

上
辻
元

治
さ
ん
、
天
誅
組
緋
風
隊　

松
風
み
あ
み
さ
ん
、
橋
本
教
育
長
を
講
師
に
３
組
に
分

か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
彦
根
藩
本
陣
跡
（
東
吉
野
村
役
場
）～
明
治
谷
墓
地
～
宝
泉
寺
～
出
店
坂

～
彦
根
藩
脇
本
陣
跡
～
林
豹
吉
郎
戦
死
の
地
～
吉
村
寅
太
郎
原
瘞
処
～
藤
堂
藩
本
陣

跡
～
紀
州
藩
本
陣
跡
～
湯
の
谷
墓
地
で
、
１
６
０
余
年
前
に
維
新
の
さ
き
が
け
と
し

て
戦
っ
た
天
誅
組
志
士
の
軌
跡
を
中
心
に
、
そ
の
思
い
を
辿
り
な
が
ら
各
所
を
ま
わ

り
ま
し
た
。

第
50
回
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会

天
誅
組
顕
彰
事
業
さ
き
が
け
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
天
誅
組
最
後
の
激
戦
地
を
歩
く
～
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啓発物品を手渡す社会を明るくする運動実行委員会の方々

講師の桝本氏

　

７
月
３
日
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
行
委
員
会
の
方
々
が
村
内
全
域
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、「
す
べ
て
の
人
が
力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
域
社
会
の
人
々
が
協
力
し
て
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立

ち
直
り
を
支
え
、
人
権
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う
」
と
啓
発
広
報
を
行
い
、
村
内
の
各
事

業
所
や
学
校
を
訪
問
し
啓
発
物
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
、
東
吉
野
中
学
校
の
全
校
生
を
対
象
に
人
権
出
前
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
人
権
の
大
切
さ
を
も
っ
と
身
近
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
、

小
学
校
や
中
学
校
、
こ
ど
も
園
を
巡
回
訪
問
し
て
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
東
吉
野

中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
桝
本
君
孝
氏
が
講
師
を
務
め
、「
未
来
を
拓
く
５
つ
の
扉
」
と
い

う
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
の
朗
読
集
の
映
像
と
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
題
材
に
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
い
じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ

て
も
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
り
、
も
し
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず

に
周
り
に
相
談
す
る
こ
と
を
生
徒
達
は
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
教
室
の
最
後
に
は
人

権
擁
護
委
員
さ
ん
よ
り
啓
発
物
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

第
51
回
東
吉
野
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
よ
り
災
害
対
策
啓
発
品
寄
贈

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
村
内
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
）

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
に
よ
る
人
権
出
前
教
室

広 報 ひ がしよし の 令和６年８月１日
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挨拶をする桝本会長

２０２４年度役員の方々

　

７
月
８
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
第
51
回
東
吉
野
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桝
本
君
孝
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い

て
水
本
村
長
、 
大
丸
村
議
会
議
長
よ
り
来
賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
２
０
２
３
年
度
事
業
経
過
報
告
及
び
事
業
実
施
報
告
・
会
計
決
算
、

２
０
２
４
年
度
役
員
の
選
出
・
活
動
方
針
及
び
事
業
計
画
・
会
計
予
算
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　

２
０
２
４
年
度
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

会　

長　
　

桝
本　

君
孝　
　
　

会　

計　
　

冨
永　

静
代

副
会
長　
　

小
坂　

正
晴　
　
　

監　

査　
　

久
保　

貴
明                              

副
会
長　
　

辻　
　

和
代　
　
　

監　

査　
　

城
之
内　

善
博

副
会
長　
　

妙
代　

和
也

　

７
月
10
日
、
奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
よ
り
災
害
対
策
啓
発
品
（
冊
子
）
を
村
へ
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
、
同
協
会
宇
陀
・
吉
野
支
部
裏
大
二
氏
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
冊
子
は
今
月
号
の
広
報
に
折
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

災
害
時
に
役
立
つ
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
、
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

第
51
回
東
吉
野
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
よ
り
災
害
対
策
啓
発
品
寄
贈

広 報 ひ がしよし の令和６年８月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

婦人科検診（子宮頸がん検診）（乳がん検診）
日程 受付時間 場所

９月１０日（火）１３:００～１４:３０ 三尾（三尾区民センター）
９月１２日（木）１３:００～１４:３０ 木津（木津ふれあいセンター）
９月１４日（土）１３:００～１４:３０ 小川（村住民ホール）

指
定
区
分

出
願
期
間

入
学
試
験
日

指
定
校

推
薦

令
和
６
年
10
月
18
日
（
金
）

～
同
年
10
月
25
日
（
金
）

令
和
６
年

11
月
２
日（
土
）

公
募
推
薦
令
和
６
年
11
月
11
日
（
月
）

～
同
年
11
月
22
日
（
金
）

令
和
６
年

11
月
30
日（
土
）

社
会
人

一　

般

令
和
６
年
12
月
19
日
（
木
）

～
令
和
７
年
１
月
10
日
（
金
）
令
和
７
年

１
月
22
日（
水
）

８８
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と
　
き
　
８
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
役
場
１
階
会
議
室

対
　
象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

内
　
容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者
同
士

の
交
流

持
ち
物
　
飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
８
月
19
日
（
月
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳

守
さ
れ
ま
す
。
仕
事
や
人
間
関
係
、
子
育

て
の
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
事
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
８
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、
８
月
15
日
（
木
）
ま

で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日
５

名
ま
で
】

乳
幼
児
健
診

と
　
き
　
８
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　

受
付　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

と
こ
ろ
　
役
場
３
階　

会
議
室

対
　
象

乳
児
健
診

　

生
後
３
ヶ
月
～
14
ヶ
月
の
乳
児

１
歳
６
か
月
児
健
診

　

Ｒ
５
年
１
月
～
Ｒ
５
年
３
月
生
ま
れ

２
歳
児
健
診

　

Ｒ
４
年
７
月
～
Ｒ
４
年
９
月
生
ま
れ

３
歳
６
か
月
児
健
診

　

Ｒ
３
年
１
月
～
Ｒ
３
年
３
月
生
ま
れ

※�

対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
い
た
し
ま
す

内
　
容

　

身
体
測
定
、
内
科
診
察
、
歯
科
診
察
、

栄
養
・
歯
科
・
育
児
相
談

（
対
象
希
望
者
に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
）

※�

体
調
不
良
や
欠
席
の
場
合
に
は
、
事
前

に
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

婦
人
科
検
診
の
お
知
ら
せ

　

下
記
日
程
で
、
婦
人
科
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
受
診
者
に
は
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
お

受
け
く
だ
さ
い
。

対
　
象

　

子
宮
頸
が
ん
検
診　

20
歳
以
上
の
村
民

（
今
年
度
中
に
20
歳
に
な
る
方
を
含
む
）

乳
が
ん
検
診　

40
歳
以
上
の
村
民
（
今
年

度
中
に
40
歳
に
な
る
者
を
含
む
）

料
　
金
　
５
０
０
円

※�

節
目
年
齢
の
方
は
、

ク
ー
ポ
ン
券
（
５
月
送

付
済
み
）
持
参
で
無
料

に
な
り
ま
す
。

持
ち
物

　
問
診
票
・
ク
ー
ポ
ン

券
（
節
目
年
齢
の
方
の

み
）・
東
吉
野
村
健
康
づ

く
り
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
・

健
康
手
帳

※�

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失

さ
れ
た
場
合
は
、
事

前
に
住
民
福
祉
課
へ

ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
と
、
再
発
行
い
た

し
ま
す
。

申
し
込
み

　

８
月
５
日
（
月
）
よ
り

申
込
受
付

※�

２
年
前
に
婦
人
科
検

診
を
受
診
さ
れ
た
方

に
は
、
８
月
下
旬
ご

ろ
自
動
的
に
問
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

完
全
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

①�

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
月
経
時
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
婦
人
科
の
持
病
の

あ
る
方
は
、
事
前
に
主
治
医
と
相
談
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②�
乳
房
の
組
織
診
（
麻
酔
を
利
用
し
、
２

～
４
㎜
の
針
で
乳
房
を
刺
し
、
乳
房

の
組
織
を
採
る
検
査
）
を
さ
れ
た
方
は
、

組
織
診
を
し
た
乳
房
の
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
検
査
を
行
っ
て
い
な
い
乳
房
の

検
査
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

③�

乳
房
の
細
胞
診
（
麻
酔
な
し
で
、
細
い

針
で
乳
房
を
刺
し
細
胞
を
採
る
検
査
）

を
１
年
以
内
に
さ
れ
た
方
は
、
細
胞
診

を
し
た
乳
房
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
検

査
を
行
っ
て
い
な
い
乳
房
の
検
査
は
受

け
ら
れ
ま
す
。
１
年
を
経
過
し
て
い
る

場
合
は
、
細
胞
診
を
し
た
乳
房
も
検
査

で
き
ま
す
。

④�

問
診
票
は
必
ず
ご
記
入
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
は
住
民
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
　

南
奈
良
看
護
専
門
学
校
学
生
募
集

　

南
奈
良
看
護
専
門
学
校
で
は
、
令
和
７

年
度
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
の
募
集

か
ら
成
績
に
よ
り
授
業
料
が
免
除
と
な
る

「
特
待
生
制
度
」
の
創
設
な
ど
入
試
に
つ
い

て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。⇒

受
験
案

内
南
奈
良
［
検
索
］

入
試
日
程

南
和
広
域
医
療
企
業
団

南
奈
良
看
護
専
門
学
校　

入
試
担
当

T
E
L
：
0
7
4
7-

5
4-

5
0
6
1

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

気
温
や
湿
度
が
高
く
な
る
と
、
細
菌
に

よ
る
食
中
毒
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
中
毒
に
な
る
と
、
腹
痛
、
嘔
吐
、
下
痢
、

発
熱
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
家
庭
で

発
生
す
る
食
中
毒
は
、
不
適
切
な
食
品
の

取
り
扱
い
か
ら
起
こ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

広 報 ひ がしよし の 令和６年８月１日
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で
す
。
食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
「
付

け
な
い
」、「
増
や
さ
な
い
」、「
や
っ
つ
け

る
」
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
を
守
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
策

①
細
菌
を
付
け
な
い

　

食
材
を
取
り
扱
う
際
は
、
手
指
を
し
っ

か
り
と
洗
い
ま
し
ょ
う
。
調
理
を
す
る

キ
ッ
チ
ン
用
品
も
清
潔
に
保
つ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

②
細
菌
を
増
や
さ
な
い

　

冷
蔵
品
や
冷
凍
食
品
は
、
購
入
後
す
ぐ

に
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ

ス
15
℃
以
下
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

冷
蔵
庫
で
保
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
細
菌

が
死
滅
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

長
期
に
わ
た
る
保
存
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

③
細
菌
を
や
っ
つ
け
る

　

多
く
の
細
菌
は
75
℃
以
上
で
１
分
以
上

加
熱
す
る
こ
と
で
死
滅
し
ま
す
。
食
材
の

中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
火
を
通
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
の
症
状
が
現
れ
た
場
合

　

自
己
判
断
せ
ず
、
水
分
を
こ
ま
め
に
取

り
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

冬
だ
け
で
な
く
、
夏
に
も
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る
こ
と
は
ご
存

じ
で
す
か
？
　

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
は

　

気
温
の
寒
暖
差
に
よ
っ
て
身
体
に
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
気
温
や
室

温
変
化
に
よ
り
血
圧
が
大
き
く
乱
高
下
し
、

脳
内
出
血
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
を

発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

原
因

　

夏
は
体
内
か
ら
熱
を
逃
が
す
た
め
に
血

管
が
広
が
り
、
さ
ら
に
発
汗
量
が
増
え
、

体
内
の
塩
分
や
水
分
が
排
出
さ
れ
や
す
く

な
る
こ
と
で
血
圧
が
低
下
し
ま
す
。

　

外
出
時
に
暑
い
戸
外
か
ら
冷
房
の
効
い

た
店
内
に
入
っ
た
と
き
や
冷
房
の
効
い
た

リ
ビ
ン
グ
か
ら
２
階
の
自
室
に
上
が
っ
た

と
き
等
、
急
激
な
温
度
差
に
身
体
が
対
応

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
10

度
以
上
の
温
度
差
が
あ
る
場
合
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
、
血
管
系
の
既
往
歴
が
あ
る
方
は
温

度
差
に
よ
り
心
臓
等
に
負
担
を
与
え
て
し

ま
っ
た
り
、
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
に
よ
り
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
発
症
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

血
圧
の
変
化
は
年
齢
に
関
係
な
く
起
こ

る
た
め
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い

予
防
策

①
温
度
差
を
小
さ
く
す
る

　

エ
ア
コ
ン
等
を
使
用
す
る
と
き
は
室
温

と
外
気
温
が
10
度
以
上
に
な
ら
な
い
よ
う

に
調
節
し
ま
し
ょ
う
。
暑
い
場
所
か
ら
涼

し
い
場
所
へ
移
動
す
る
際
は
羽
織
る
も
の

が
あ
る
と
温
度
調
節
し
や
す
く
、
予
防
策

に
も
な
り
ま
す
。

②
水
分
補
給
を
す
る

　

脱
水
に
な
る
と
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な

り
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
発
症
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
熱
中
症
予
防
だ
け
で
な
く
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
予
防
す
る
た
め
に
も

し
っ
か
り
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ょ
う
の
健
康
、
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
健
達
ネ
ッ

トマ
ダ
ニ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

　

奈
良
県
内
で
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
重
症

に
な
っ
た
患
者
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
マ

ダ
ニ
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
が
盛
ん

に
な
り
、
咬
ま
れ
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま

す
。

生
息
域

　

主
に
森
林
や
草
地
等
の
屋
外
に
生
息
し
、

全
国
的
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
家
庭
内
に

生
息
す
る
ダ
ニ
と
は
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

予
防
策

　

畑
や
草
む
ら
、
藪
等
に
入
る
場
合
に
は

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
手
袋
等
を

着
用
し
、
首
に
タ
オ
ル
を
巻
い
た
り
肌
の

露
出
を
少
な
く
す
る
事
が
大
切
で
す
。
服

は
、
明
る
い
色
の
も
の
（
マ
ダ
ニ
を
目
視

で
確
認
し
や
す
い
）
が
お
薦
め
で
す
。
虫

除
け
剤
の
中
に
は
服
の
上
か
ら
用
い
る
タ

イ
プ
が
あ
り
、
補
助
的
な
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
活
動
後

は
入
浴
し
、
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て
い
な
い

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
わ
き
の

下
、
足
の
付
け
根
、
手
首
、
膝
の
裏
、
胸

の
下
、
頭
部
（
髪
の
毛
の
中
）
な
ど
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
場
合

　

マ
ダ
ニ
類
の
多
く
は
、
ヒ
ト
や
動
物
に

取
り
付
く
と
、
皮
膚
に
し
っ
か
り
と
口
器

を
突
き
刺
し
、
長
時
間
（
数
日
か
ら
、
長

い
も
の
は
10
日
間
以
上
）
吸
血
し
ま
す
が
、

刺
さ
れ
た
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
場
合
も

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
吸
血
中
の
マ

ダ
ニ
に
気
が
付
い
た
際
、
無
理
に
引
き
抜

こ
う
と
す
る
と
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
皮
膚
内

に
残
っ
て
化
膿
し
た
り
、
マ
ダ
ニ
の
体
液

を
逆
流
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関
（
皮
膚
科
）
で

処
置
（
マ
ダ
ニ
の
除
去
、
洗
浄
な
ど
）
を

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
マ
ダ

ニ
に
刺
さ
れ
た
後
、
数
週
間
程
度
は
体
調

の
変
化
に
注
意
を
し
、
発
熱
等
の
症
状
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
医
療
機
関
で
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

参
考
文
献　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

防
煙
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　

６
月
16
日
に
、
東
吉
野
小
学
校
で
児
童

や
保
護
者
を
対
象
と
し
た
タ
バ
コ
の
防
煙

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
吉
野
保
健
所
協

力
の
も
と
、
防
煙
教
育
の
第
一
人
者
で
あ

る
京
都
大
学
医
学
部
の
高
橋
裕
子
医
師
を

講
師
に
迎
え
、
講
義
や
ク
イ
ズ
を
通
し
て

防
煙
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
タ
バ
コ
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
。」「
大
人
に
な
っ

た
ら
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
た

い
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
後

も
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

こ
の
防
煙
の
輪
を
村
全
体
に
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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日
本
の
医
療
保
険
制
度
で
は
、
病

気
や
怪
我
に
よ
り
医
療
機
関
で
治
療

を
受
け
た
際
に
支
払
う
費
用
の
負
担

を
補
助
す
る
た
め
、
国
民
は
決
め
ら

れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
保
険
を
利
用
し
て
診
療
を
行

う
こ
と
を
「
保
険
診
療
」
と
言
い
ま

す
。
保
険
診
療
を
行
っ
た
場
合
、
医

療
保
険
加
入
者
（
患
者
さ
ん
）
は
治

療
費
の
総
額
の
内
の
定
め
ら
れ
た
患

者
負
担
率
分
の
み
を
支
払
え
ば
良
く
、

経
済
的
な
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
が
適
用
さ
れ
る
治
療

内
容
は
国
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
日
本
全
国
ど
こ
の
病
院
で

も
同
じ
治
療
は
同
じ
費
用
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
保
険
を
使
っ
て
診

療
を
す
る
指
定
を
国
か
ら
受
け
た

医
療
機
関
を
保
険
医
療
機
関
と
呼

び
、
健
康
保
険
法
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
「
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療

養
担
当
規
則
（
療
養
担
当
規
則
）」
と

い
う
薬
の
使
い
方
や
手
術
の
仕
方
な

ど
細
か
く
定
め
ら
れ
た
規
則
を
守
っ

て
検
査
・
治
療
を
行
い
ま
す
。

　

療
養
担
当
規
則
に
従
っ
て
い
な
い

検
査
・
治
療
に
つ
い
て
は
保
険
を
利

用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ず
、
一
部

の
例
外
を
除
い
て
診
察
代
も
含
め
て

治
療
費
全
額
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
の
違
反
内
容
に
よ
っ
て
は

保
険
医
療
機
関
の
指
定
取
消
、
す

な
わ
ち
保
険
診
療
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
保
険
診
療
が
で
き

な
い
と
い
う
の
は
、
日
本
で
は
実
質
、

医
療
行
為
が
で
き
な
く
な
る
に
等
し

い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
は

こ
の
規
則
に
従
っ
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
見
そ
う
い
う
制
約
は
不
自
由
に

思
え
ま
す
が
、
冒
頭
に
書
い
た
よ
う

に
治
療
内
容
と
費
用
の
ル
ー
ル
を
国

が
定
め
る
こ
と
で
、
日
本
国
中
ど
こ

で
も
同
じ
医
療
を
同
じ
費
用
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
、
ど
う
い

う
形
が
い
い
と
は
一
概
に
は
言
え
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

日
本
の
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て

日
本
の
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て

お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談
８月６日（火）
午後２時～３時

予約必要 奈良県眼科医会

整形外科に関する
健康相談

８月２２日（木）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切８月２１日（水）

奈良県医師会
　整形外科部会

精神科に関する
健康相談

８月２７日（火）
午後３時～４時

予約必要
※受付締切８月２０日（火）

奈良県医師会
　精神々経科部会

内科疾患に関する
健康相談

８月３０日（金）
午後２時～３時

予約必要
奈良県医師会
　内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）

連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会

　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和６年８月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

広 報 ひ がしよし の 令和６年８月１日
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　猛暑が続き、体のだるさを感じたり、食欲が落ちたりしていません
か？　夏バテを防ぐには、食事から栄養をしっかりとることが基本で
すが、暑さで食欲がわかない人もいると思います。夏バテを防ぐポイ
ントとともに、食欲を増す、疲れを回復するための食事の工夫につい
てお伝えします。

　特に朝ごはんは重要です。
早寝・早起きの規則正しい
生活を心がけましょう。

　胃腸が冷えて食欲が
落ちる原因になります。
また、甘い清涼飲料水
のとりすぎにも気をつ
けましょう。

　香辛料や香辛・香味野菜を利用しましょう。特有の香りやピ
リッとした辛さで食欲を刺激してくれます。

　糖質をエネルギーに変えるために必要な「ビタミンB１」を
食事に取り入れましょう。ビタミンB１は、にんにく、ねぎ、
にらなどに含まれる香り成分「アリシン」と一緒にとることで、
体へ吸収されやすくなります。

★�「クエン酸」や「酢酸」といっ
た酸味成分も、食欲を増した
り、疲れを回復したりする効
果が期待できます。

　食事が食べられなく
ならないように、時間
と量を考えましょう。

　強い紫外線から肌を
守る“抗酸化作用”のあ
るビタミンや、汗で失
われるミネラルを豊富
に含みます。

朝・昼・夕の３食を
欠かさず食べる

冷たいものをとりすぎない

旬の野菜や果物を食べる

おやつはダラダラ
食べない

広 報 ひ がしよし の令和６年８月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです ☆出前介護相談のご案内

　○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい

　○介護制度に関すること　等々

　（秘密は厳守いたします）

　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。

　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。

　　

☆障がい者介護相談のご案内

　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事

等々の相談をお受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。

　例えば、

　『人と話したり関わるのが苦手・・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』

　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』

　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて生活相談センターのどかの相談員が対応

いたします。

　　日　時　８月２１日（水）１３時～１６時　　場　所　役場１階会議室

　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。

※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前

に上記連絡先にお知らせしていただければ訪問させていただきます。

※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。

　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたし

ます。

　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の 令和６年８月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
健康づくり・介護予防のための講演会を開催しました

　６月１６日に、村住民ホールにて「老いに立ち向かう！膝痛・腰痛の対策と改善」

をテーマに、理学療法士の江藤隆夫先生にご講演いただき、約２０名の参加があ

りました。

　膝痛や腰痛の原因を説明してくださり、その後、膝痛や腰痛の予防や症状改善

のためのストレッチを教えていただきました。参加された方からは、「足が軽くなっ

た。」や「姿勢が良くなった。」等の声が上がっていました。

　参加された皆さんは、教えてもらったストレッチを継続し、膝痛や腰痛を予防

しましょう。

　また、公民館等で行われている「いきいき百歳体操」に参加することで、筋力低

下を予防しましょう。「いきいき百歳体操」には、社会的孤立を予防する効果もあ

ります。いきいき百歳体操に参加したい、いきいき百歳体操を自分の地域でもし

てみたいという方は、お気軽に地域包括支援センターまでお問い合わせください。

広 報 ひ がしよし の令和６年８月１日
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とても暑い中、準備をしていただきました

大豆生区長のご挨拶

エリンギとしめじ入りさば飯

会場の様子

世代交流かふぇ　×　大豆生・大又・麦谷
　７月７日（日）に大豆生・大又・麦谷地区の方を対象に世代交流かふぇを開催しました。
　今回の開催場所は大豆生公民館で、２４名の方が参加してくれました。
　今年のテーマは地震特化型の地域防災についてみんなで理解を深める内容で、たくさん
の質問が出て、それに対して地域で何が出来るか話し合いました。

　炊き出し訓練では、大豆生の方が中心となって、さば飯を作ってくださいました。
　大豆生流のさば飯は、塩さばとエリンギとしめじを一緒に入れるそうで、小川祭りの時は松
茸も入るそうです。

　参加者全員でさば飯をおいしくいただいて３杯おかわりされる方もいました。

広 報 ひ がしよし の 令和６年８月１日
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朴の葉寿司、柿の葉寿司に行列 いちたつカフェ無料ドリンクスペース

いちたつマルシェ　×　ひよカレ
　６月２５日（火）にひよカレとコラボして、いちたつマルシェを開催しました。

　開催場所は三尾の旧四郷小学校でしたが、平野、木津、伊豆尾、小栗栖、中黒、小川、
小の方など約１００名が来場してくださり、開始２０分で朴の葉寿司、柿の葉寿司、サラ
ダ巻き１００個が完売となりました。
　お買い求めいただけなかった皆様には本当に申し訳ございませんでした。

　今回、出品してくれた皆さん、そして特にチーム三尾（協力者１２名）の方が座椅子
や朴の葉寿司の型、シャツ、クーラーボックスなど、中古から新品のものまで数百点の出品
物を販売してくれました。
　そのうち商品の半分は売れて、大人気商品のカゴや下駄やこうじ蓋などは完売しま
した。

　また、いちたつでは初めてのチャレンジとしてお花の展覧会をしました。
　村内中のお花大好き３０名の方にご協力をいただき、５０を超える鉢植えと花瓶に
入れた切り花を提供してくださり、会場はとても華やかに彩られて、素晴らしい空間を演出
することができました。

　当日来場してくれた参加者からの反響がとても大きく、『癒やされた』や『花を観ると
明るくなる』などのたくさんの嬉しい意見をいただき、花を提供してくれた方からも『す
ごくいい企画をしてくれた』や『多くの人に見てもらう機会を作ってくれて、
ありがとう』など、次に繋がる意見をたくさん頂戴しました。

広 報 ひ がしよし の令和６年８月１日
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令
和
六
年
六
月
二
十
五
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草
　
選
評

▪
特
選
の
部

堰
落
つ
る
水
の
白
さ
も
薄
暑
か
な	

前
田　

景
子

　

評

　

薄
暑
は
、
初
夏
の
頃
の
少
し
暑
さ
を
覚
え
る
く
ら
い

に
な
っ
た
気
候
を
い
う
。

　

作
者
は
、
絶
え
間
な
く
堰
を
落
ち
る
水
の
白
さ
に
薄

暑
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

白
は
「
銀

し
ろ
が
ね

」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
銀
の
よ
う
に
光
る

白
色
で
季
語
「
薄
暑
」
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　
ひ
と
日
咲
き
ひ
と
夜
に
散
り
ぬ
娑
羅
の
花	

池
田
美
砂
子

　

評

　

娑
羅
の
花
は
、
別
名
夏
椿
と
い
う
。

　

花
は
白
色
で
、
朝
花
が
開
き
ま
も
な
く
散
っ
て
し
ま

う
一
日
花
で
あ
る
。

　

山
口
草
堂
の
句
〈
地
に
落
ち
て
娑
羅
は
い
よ
い
よ
白

き
花
〉
に
あ
る
よ
う
に
、
落
ち
て
も
花
び
ら
は
そ
の
白

さ
を
失
っ
て
い
な
い
。

　

作
者
は
、
娑
羅
の
花
の
散
る
の
を
惜
し
む
心
で
見
続

け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

蟷と
う

螂ろ
う

生う
ま

る
わ
ら
わ
ら
わ
ら
と
散
り
に
け
り	

池
垣　

昭
美

　

評

　

蟷
螂
は
、
カ
マ
キ
リ
の
こ
と
で
あ
る
。

　

カ
マ
キ
リ
は
、
五
月
頃
に
孵ふ

化か

す
る
。
数
百
の
卵
が

固
ま
り
と
な
っ
て
葉
に
つ
き
、
や
が
て
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
生

ま
れ
る
。

　

掲
句
は
、
そ
の
カ
マ
キ
リ
の
生
ま
れ
る
様
子
を
「
わ

ら
わ
ら
わ
ら
」
と
表
現
し
、
生
命
感
の
出
た
句
で
あ
る
。

▪
準
特
選
の
部

山
深
き
狭
き
田
ん
ぼ
の
田
を
植
う
る	

松
谷　

忠
則

明
け
や
ら
ぬ
川
に
人
声
鮎
解
禁	

　

伊
藤
志
津
子

エ
ン
ジ
ン
を
切
り
て
河
鹿
の
声
を
聞
く	

宮
崎　

成
子

▪
佳
作
の
部

古
茶
茶
粥
好
む
媼
の
朝あ

さ

餉げ

か
な	

伊
藤
志
津
子

明
滅
の
光
や
さ
し
さ
草
蛍	

宮
下　

俊
二

漆
黒
の
水
面
ふ
ん
は
り
蛍
飛
ぶ　

	

池
垣　

昭
美

枝
の
ま
ま
青
山
椒
を
い
た
だ
け
り	

濱
田
貴
美
子

い
つ
ま
で
も
腰
を
上
げ
ざ
る
木こ

下し
た

闇や
み	

松
谷　

忠
則

支
柱
立
て
大
き
く
な
れ
と
胡
瓜
苗	

宮
崎　

利
一

高
見
山
藍
を
深
め
て
梅
雨
い
よ
よ	

池
田
美
砂
子

山
国
の
雨
激
し
く
て
燕
の
子	

秋
吉　

正
朝

こ
こ
そ
こ
あ
そ
こ
村
い
つ
ぱ
い
の
花
卯う

つ

木ぎ	

宮
崎　

成
子

夏
の
蝶
睦
み
絡
み
て
高
く
消
ゆ	

秋
吉　

雅
子

草
叢
の
闇
を
抜
け
出
て
夏
の
蝶	

辻　

佐
和
子

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
出
す
吉
野
離
宮
跡	

前
田　

景
子

帽
子
脱
ぎ
黄こ

う

雀じ
ゃ
く

風ふ
う

に
流
さ
れ
り	

川
村　

貞
子

▪
入
選
の
部

万
緑
や
赤
き
吊
橋
見
え
か
く
れ	

伊
藤
志
津
子

日
傘
閉
ぢ
柩
車
に
頭
垂
る
る
午
後	

宮
下　

俊
二

き
ら
り
き
ら
稚
鮎
群
れ
た
る
高
見
川	

宮
下　

俊
二

夕
さ
れ
ば
定
家
葛
の
花
の
下	

池
垣　

昭
美

俎ま
な

板い
た

に
朝
採
り
一
つ
茗
荷
の
子	

濱
田
貴
美
子

夏
柳
眼
光
炯け

い

炯け
い

卒
寿
な
る	

濱
田
貴
美
子

扇
風
機
声
吹
き
か
け
て
遊
び
を
り	

松
谷　

忠
則

し
と
し
と
と
降
り
た
る
雨
も
夏
め
け
り	

宮
崎　

利
一

よ
く
見
れ
ば
百
足
虫
の
足
は
四
十
二
本	

宮
崎　

利
一

み
ど
り
さ
す
ひ
だ
る
地
蔵
の
小
さ
き
鈴	

池
田
美
砂
子

花
も
草
も
縮
れ
を
り
た
る
梅
雨
寒
し	

秋
吉　

正
朝

田
植
機
を
操
作
し
て
ゐ
る
女
か
な	

秋
吉　

正
朝

遠
く
よ
り
見
る
天
辺
の
朴
の
花	

宮
崎　

成
子

軒
下
へ
身
を
翻

ひ
る
が
え

す
親
燕	

秋
吉　

雅
子

暗
き
夜
を
覆
ふ
が
ご
と
く
花
卯
木	

秋
吉　

雅
子

山
滴
る
は
た
と
風
止
む
と
き
あ
り
て	
辻　

佐
和
子

護
摩
焚
き
の
用
意
整
ふ
沙
羅
の
花	
辻　

佐
和
子

ど
こ
ま
で
も
万
緑
続
く
室
生
か
な	
前
田　

景
子

山
越
え
て
清
水
を
汲
め
ば
雨
の
降
る	

川
村　

貞
子

新
生
姜
紅
に
染
め
ゆ
く
日
ご
と
か
な	

川
村　

貞
子

一
般
投
句
（
短
歌
）

南
か
ら
さ
く
ら
前
線
北
上
し

日
本
列
島
さ
く
ら
で
う
ま
る	

元
林
マ
ス
ミ

大
空
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し
て
花
火
師
の

工
の
技
を
世
界
に
ほ
こ
る	

元
林
マ
ス
ミ

落
葉
樹
い
ち
ょ
う
か
え
で
は
ぜ
等
々

山
全
体
が
も
え
て
い
る
よ
う	

元
林
マ
ス
ミ

サ
ッ
ポ
ロ
の
雪
の
彫
刻
み
ご
と
な
り

こ
わ
さ
な
い
で
お
き
た
い
ほ
ど
に	

元
林
マ
ス
ミ

雨
あ
が
る
朝
の
畑
の
片
隅
に

鴉
つ
つ
き
し
ト
マ
ト
転
が
る	

浦
田
由
美
子

菜
園
に
う
れ
し
き
事
は
紅

く
れ
な
い

の

天
道
虫
を
見
つ
け
た
る
時	

浦
田
由
美
子

雑
踏
の
街
に
住
み
た
る
子
等
知
る
や

鹿
の
破
り
し
網
繕
ふ
と	

浦
田
由
美
子

据
え
膳
の
も
て
な
し
受
け
て
陽
は
西
に

手
持
ち
無
沙
汰
を
夫
笑
い
お
り	

福
井
メ
イ
子

水
平
に
時
間
は
流
れ
コ
チ
コ
チ
と

家
計
簿
付
け
る
ひ
と
日
の
終
わ
り	

福
井
メ
イ
子

天
橋
立
与
謝
野
寛
・
昌
子
の
歌
碑
あ
り
て

大
正
ロ
マ
ン
を
彷
彿
す
る
や	

辻　

由
美
子

終
焉
の
天
誅
組
志
士
を
弔
し

村
人
の
慈
悲
に
触
れ
ん	

辻　

由
美
子

一
般
投
句
（
川
柳
）

無
農
薬
虫
の
楽
園
盛
り
上
が
り	

植
平　

佳
伸

忘
れ
物
忘
れ
ら
れ
な
い
愛
着
が	

植
平　

佳
伸

体
温
と
勝
負
す
る
な
よ
こ
の
暑
さ	

植
平　

佳
伸
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村
の
魅
力
を
発
信

目
黒　

秀
美

　

東
吉
野
村
の
皆
様
、
は
じ
め

ま
し
て
。
令
和
６
年
６
月
1
日

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

着
任
し
ま
し
た
目
黒
秀
美
（
め

ぐ
ろ
ひ
で
み
）
と
申
し
ま
す
。

出
身
は
三
重
県
名
張
市
で
、
以

前
は
税
理
士
事
務
所
で
税
理
士

補
助
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

税
理
士
事
務
所
を
昨
年
の
９
月

に
退
職
し
、
以
前
か
ら
食
に
携

わ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
古

民
家
カ
フ
ェ
で
短
期
間
で
す
が

勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
は
食
べ
る
事
が
大
好
き
で
、

生
活
の
中
で
食
事
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
家
族
の
病
気
や
ア

ト
ピ
ー
が
き
っ
か
け
で
食
事
と

身
体
に
は
大
き
な
つ
な
が
り
が

あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
毎

日
の
食
事
で
自
然
食
品
や
発
酵

調
味
料
を
取
り
入
れ
自
分
自
身

や
家
族
の
身
体
に
変
化
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
食
事
を
通
し
て
同
じ
よ
う

に
悩
ん
で
い
る
人
の
力
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
吉
野
村
に
は
移
住
前
に
何

度
か
訪
れ
、
た
け
の
こ
狩
り
や

山
菜
採
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
ま
で
山
と
関
わ
り

の
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
私

に
は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
美
し
い
川
や
山
に
囲
ま

れ
た
こ
の
村
で
四
季
を
よ
り
身

近
に
感
じ
な
が
ら
生
活
で
き
る

こ
と
が
す
ご
く
楽
し
み
で
す
。

　

協
力
隊
の
活
動
と
し
て
は
、

一
人
で
も
多
く
東
吉
野
フ
ァ
ン

を
増
や
せ
る
よ
う
、
美
し
い
自

然
が
育
ん
だ
美
味
し
い
素
材
を

使
っ
た
料
理
や
暮
ら
し
な
ど
、

主
に
食
を
通
じ
て
魅
力
を
発
信

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
発
酵
や
薬
膳
を
取
り
入

れ
た
身
体
も
心
も
整
う
食
事
を

た
く
さ
ん
の
人
に
届
け
ら
れ
る

機
会
を
作
れ
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

協
力
隊
と
し
て
活
動
し
な
が

ら
東
吉
野
村
の
魅
力
に
沢
山
触

れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お

会
い
で
き
た
と
き
は
ぜ
ひ
東
吉

野
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
日
々

協
力
隊
の
日
々

広 報 ひ がしよし の令和６年８月１日
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旧四郷小からこんにちは！　　奈良女子大学の活動報告旧四郷小からこんにちは！　　奈良女子大学の活動報告
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次回ビブリオバトルは８月２８日（水）１０時からです。
　ビブリオバトルとは、おすすめの一冊を紹介し合う会です。自分では手に取らない本に
出会えたり、本を介してのコミュニケーションなど本の魅力をたくさん感じられる会です。
ぜひおすすめの一冊を持ってご参加ください。

旧四郷小からこんにちは！　　奈良女子大学の活動報告旧四郷小からこんにちは！　　奈良女子大学の活動報告

広 報 ひ がしよし の令和６年８月１日
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